




Greeting Education in “Shimane-no-Furumai-Suishin Project”（Project for Promoting and 
Encouraging Good Manners and Behavior in Shimane Prefecture） 
as Prefectural Citizen Action
SHIMADA Hiroshi
Abstract :  It is said that many children in Shimane prefecture join in regional activities and greet each other. 
The purpose of this paper is to demonstrate the education regarding greeting, especially the greeting campaign, 
in Shimane prefecture.
　The findings are as follows: 1） “Shimane-no-Furumai-Suishin Project” as prefectural citizen action 
contributed to the education regarding greeting. 2） There are many cases where personal greetings can be 
established in “Shimane-no-Furumai-Suishin Project”. 3） After the greeting campaign, some children tend to 
cease greetings if there are poor greetings among adults and others.
　Future tasks are as follows: 1） It is to be hoped to make a database of the greeting campaign where homes, 
schools, and communities have cooperated. 2） We need to explore a new approach to the greeting campaign 
according to the circumstances, especially for high school students.
Key Words :  greeting campaign, prefectural citizen action, “Shimane-no-Furumai-Suishin Project”, moral 




















































































それは、平成 22（2010）年度にはじまった「ふるまい向上プロジェクト」（第 1 期）で、3 年後の平成 25（2013）



























島根県県警本部によって作成された 6）。募集期間は、平成 22（2010）年 8 月 20 日から 10 月 15 日までで、結果は
11 月 1 日に発表された。
標語は、応募総数 563 点のなかから、最優秀賞の「見てまねて 感じて育つ 島根のふるまい」（飯南町・飯島良
子さん）のほか、優秀賞として「ちょっとした気くばり・気づかい・心づかい心豊かに「ふるまい島根」」（大田市・
秋風光規さん）、「さわやかに あいさつする人 かえす人」（出雲市・北村和子さん）、「ふるまいが よいと言われて ちょ
いてれる」（松江市・菅沼匠人さん）、「おかえりと その一言で ほっとする」（出雲市・田中さやさん）、「「ふるまい」
は 我が家の自慢 地域の誇り」（出雲市・橋本幸雄さん）、の 5 点が選ばれた。
また、ロゴマークは、応募総数 230 点のなかから、最優秀賞（松江市・嘉藤裕美さん）が 1 点選ばれた。
2）リーフレットの作成




まず、平成 23（2011）年 3 月、リーフレット『広がっています 島根のふるまい－平成 22 年度 島根県ふるまい
向上県民運動取り組み事例』が作成された 7）。
表紙では、さまざまな取り組み事例を紹介することが記されている。
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「地区内の保、幼、小、中、高や保護者、地域の団体と連携して取り組む」の 3 つが記載されている。
2 頁から 7 頁までは、ふるまい向上活動の事例集となっており、①様々な連携（5 事例）、②社会全体での取り
組み（4 事例）、③保護者への働きかけ（7 事例）、④活動の工夫（7 事例）、の 4 つの観点から紹介されている。
②『広がっています 島根のふるまいⅡ』の作成





1 頁目と 2 頁目はふるまい向上活動の事例集となっていて、①ふるまい向上の視点で取り組む（3 事例）、②広

















1 頁以降では、各学校等の取り組みの成果が、①保育所幼稚園（2 頁分）、②小学校（2 頁分）、③中学校（2 頁分）、




















その結果、平成 23（2011）年 3 月に、「きらきらふるまい みんなにこにこ」「みんなきらきら ふるまいめいじん」
作成委員会によって、指導資料として、5 歳児用の『きらきらふるまい みんなにこにこ』11）と、小 1 用の『みん
なきらきら ふるまいめいじん』12）が作成された。
『きらきらふるまい みんなにこにこ』の 1、2 頁目の見開き頁では、「ひとりでやってみよう！」と元気なあいさ
つをすることが呼びかけられている。3、4 頁目の見開き頁では、「どんなあいさつや おはなしを しているかな？」
と問いかけ、「おうちの方へ」ということで話しあいが促されている。5、6 頁目の見開き頁では、「こんなときど
うする？」と問いかけ、再び「おうちの方へ」ということで話しあいが促す仕掛けとなっている。それから、添
付資料として、「にこにこシール」（9 個）、「もうちょっとシール」（6 個）、「ざんねんシール」（4 個）、「吹き出しシー
ル（自由書きこみ用）」（6 個）、「吹き出しシール（こんにちは）」（1 個）が用意され、いろんな頁で工夫をして使
うことが促されている。また、やや大きめの 1 点モノのシールとして「歯磨きシール」「手洗いシール」「絵本こー
なーシール」「おはようシール」の 4 点が 1 個ずつ用意され、目立つところや気づきやすいところに貼るなどして
の利用が促されている。裏表紙では、「おうちの方へ」ということで、「ふるまい向上県民運動」の意味や各頁の
主旨が説明されている。
『みんなきらきら ふるまいめいじん』の 1 頁目では、「さあ 1 ねんせいの はじまりだよ」「ふるまいめいじんに
なろう！」と呼びかけられ、7 つの名人例のひとつとして「あいさつめいじんになろう！」がとりあげられている。










その後、平成 24（2012）年 3 月には、指導資料の活用例をまとめたリーフレット『「きらきらふるまい みんな
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4）ポスターの作成
さらに、プロジェクトの広報・啓発活動の第 4 弾として、「わが校ふるまい自慢ポスター」が作成された。この
ポスターは、平成 24（2012）年の 7 月 21 日から 11 月 11 日にかけて、出雲市にある出雲大社周辺で開催された「神
話博しまね」にあわせ、県内の小中学生がふるまい向上に取り組む様子を紹介するもので、同年 4 月に製作依頼





















































































































2 つ目は、奥出雲町の横田中学校区の「中学校区の 5 校が連携して共通する子ども像をもち、子どもたちの考え
を取り入れた「横田しぐさ 7 ヶ条」の活動を推進する」である。表題は「〔横田しぐさ 7 ヶ条〕…中学校区の 5 校
が連携！－さらに！ 3 保育所、1 幼児園、3 幼稚園も加わった「生活チャレンジシート」」で、小中連携の「ここ
ろ生活部会」において生徒指導上の重点項目を 5 校で相談し、7 項目を共通に指導していくことを決定している。
それらの項目のひとつに「あいさつ・へんじ」がある。各項目は、それぞれの子どもたちの手により標語化され、
中学校では生徒手帳への掲載、小学校では日めくりポスターや校内への掲示を行って意識化が図られている。リー













































支援」以外の 3 つの視点から 3 例が紹介されている。
「ふるまい向上の視点で取り組む」の視点からは、雲南市にある県立三刀屋高等学校の「学校独自の指導資料を
活かして」で、学校独自に作成した指導資料『Step by Step ～日々の生活の中で～』を用いて、長年活動してきて

















答した学校は、小学校が 38.5％、中学校が 38.2％、高等学校が 26.2％、特別支援学校が 41.7％で、プロジェクト
の成果がでていることが報告されている（表 3）。
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表 3　児童生徒のあいさつはよくなったか（平成 23 年度）
小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 全体
対象校数 234 102 42 12 390
回答校数 231 102 42 12 387
よくなった 89 39 11 5 144
％ 38.5 38.2 26.2 41.7 37.2 
＊：県教委の既発表値は％のみ（今回、数値が初公開）。
2）平成 24（2012）年「ふるまい向上プロジェクトに関するアンケート調査」の結果






































































































































リア教育の推進」の 3 つがある。「幼保小連携講座」では、平成 26（2014）年度から国の事業を活用して、幼保
小の接続、連携のための能力開発研修講座が実施されている。「ふるまい推進指導資料の配布」では、プロジェ































は、保育所は 5 割を切り、幼稚園は 8 割弱だった。平成 29（2017）年度の最新データでは、両方あわせた数値で











保育所 幼稚園 高等学校 特別支援学校
平成 25 年度
対象校数 293 98 220 100 39 12 327 1089
回答校数 168 95 220 100 39 12 146 780
実施校数 78 72 197 93 31 3 57 531
％ 46.0 76.0 90.0 93.0 79.0 25.0 39.0 68.1 
平成 26 年度
対象校数 292 99 215 99 38 12 299 1054
回答校数 143 82 215 99 38 12 128 717
実施校数 61 64 203 89 32 6 48 503
％ 42.7 78.0 94.4 89.9 84.2 50.0 37.5 70.2 
平成 27 年度
対象校数 － － 210 98 50 － 358
回答校数 － － 208 98 47 － 353
実施校数 － － 193 95 40 － 328
％ － － 92.8 96.9 85.1 － 92.9 
平成 28 年度
対象校数 － － 205 98 50 － 353
回答校数 － － 182 88 46 － 316
実施校数 － － 172 74 31 － 277
％ － － 94.5 84.1 67.4 － 87.7 
平成 29 年度
対象校数 380 203 98 50 － 731
回答校数 109 153 65 28 － 355
実施校数 84 149 58 19 － 310
％ 77.0 97.0 89.0 68.0 － 87.3 
＊：平成 25 年度から 27 年度までは、小学校・中学校・県立学校（高等学校・特別支援学校）は悉皆調査（ただし、平成 27 年
度の回収率は 100％ではない）。それ以外はすべて、任意の回答。
＊＊：県教委の既発表値は％のみ（今回、数値が初公開）。なお、既発表値では、平成 25 年度と平成 29 年度は回答があった学
校数に対してあいさつ運動を行っている学校数の割合で数値がだされていたが、平成 26 年度から 28 年度は「ふるまい」にかか
わる 10 項目の取り組みのなかでの割合でだされており、数値の扱いが異なっていた。このため、経年で比較するため、今回平
成 25 年度と平成 29 年度で採用した集計方法で再集計している。
2）ポスター「大切にしたい しまねのふるまい」の活用状況
続いて、ポスター「大切にしたい しまねのふるまい」の活用状況をみよう（表 5）。当初保育所、幼稚園、小学
校での活用率は 8 割半ばぐらいだったが、最新データでは 7 割程度にまで落ちてきている。中学校は、だいたい










保育所 幼稚園 高等学校 特別支援学校
平成 25 年度
対象校数 293 98 220 100 39 12 762
回答校数 168 95 220 100 39 12 634
活用校数 140 82 189 71 27 6 515
％ 83.3 86.3 85.9 71.0 69.2 50.0 81.2 
平成 26 年度
対象校数 292 99 215 99 38 12 755
回答校数 143 82 215 99 38 12 589
活用校数 111 72 186 79 21 7 476
％ 77.6 87.8 86.5 79.8 55.3 58.3 80.8 
平成 27 年度
対象校数 － － 210 98 50 358
回答校数 － － 208 98 47 353
活用校数 － － 168 76 31 275
％ － － 80.8 77.6 66.0 77.9 
平成 28 年度
対象校数 － － 205 98 50 353
回答校数 － － 182 88 46 316
活用校数 － － 147 66 31 244
％ － － 80.8 75.0 67.4 77.2 
平成 29 年度
対象校数 380 203 98 50 731
回答校数 109 153 65 28 355
活用校数 76 110 51 9 246
％ 69.7 71.9 78.5 32.1 69.3 
＊：平成 25 年度から 27 年度までは、小学校・中学校・県立学校（高等学校・特別支援学校）は悉皆調査（ただし、平成 27 年
度の回収率は 100％ではない）。それ以外はすべて、任意の回答。
＊＊：県教委の既発表値は％のみ（今回、数値が初公開）。なお、既発表値では、平成 25 年度と平成 29 年度と、平成 26 年度か
ら 28 年度とでは、無回答の処理が異なっていた。このため、経年で比較するため、今回平成 25 年度と平成 29 年度で採用した
集計方法で再集計している。
3）指導資料の活用状況
最後に、ふるまい推進指導資料の活用状況をみてみよう（表 6）。活用率は、当初から保育所は 8 割前後で、幼






対象校数 293 98 － 391
回答校数 168 95 － 263
活用校数 137 85 － 222
％ 81.5 89.5 － 84.4 
平成 26 年度
対象校数 292 99 215 606
回答校数 143 82 215 440
活用校数 113 76 197 386
％ 79.0 92.7 91.6 87.7 
平成 27 年度
対象校数 － － 210 210
回答校数 － － 208 208
活用校数 － － 191 191
％ － － 91.8 91.8 
平成 28 年度
対象校数 － － 205 205
回答校数 － － 182 182
活用校数 － － 171 171
％ － － 94.0 94.0 
平成 29 年度
対象校数 380 203 583
回答校数 109 153 262
活用校数 93 145 238
％ 85.3 94.8 90.8 
＊：小学校は、平成 26 年度と平成 27 年度は、悉皆調査（ただし、平成 27 年度の回収率は 100％ではない）。保育所と幼稚園は
すべて、任意の回答。
＊＊：県教委の既発表値は％のみ（今回、数値が初公開）。なお、既発表値では、平成 25 年度と平成 29 年度と、平成 26 年度か
ら 28 年度とでは、無回答の処理が異なっていた。このため、経年で比較するため、今回平成 25 年度と平成 29 年度で採用した
集計方法で再集計している。
＊＊＊：平成 25 年度のデータは、今回初公開。





















































































































































分野 都道府県 タイトル 登録日 更新日 
教育・文化 福岡県 家庭教育の充実 H18 年 12 月 12 日 H30 年 4 月 25 日
教育・文化 大阪府 「こころの再生」府民運動 ～見つめ直そう！大切な 5
つのこころ
H18 年 12 月 27 日 H28 年 5 月 6 日
教育・文化 愛知県 魅力と活力のある県立高校づくりを目指して H21 年 12 月 2 日 H21 年 12 月 2 日
教育・文化 三重県 生徒の夢の実現に向けたキャリア教育の推進 H24 年 5 月 9 日 H24 年 5 月 9 日
商工・労働
教育・文化






H26 年 4 月 28 日 H30 年 4 月 10 日
教育・文化 岡山県 あいさつ日本一！おもてなしの心を育む県下一斉あい
さつ運動の展開
H26 年 5 月 29 日 H26 年 5 月 29 日
教育・文化 岡山県 厳しい学校でも成果を上げている取組を実施する学校
を応援します！
H26 年 5 月 29 日 H28 年 5 月 20 日
教育・文化 島根県 大切にしたい しまねのふるまい H26 年 5 月 30 日 H30 年 5 月 17 日
教育・文化 岡山県 「教育県岡山」の復活に向けた学校警察連絡室の創設 H28 年 5 月 10 日 H28 年 5 月 10 日






















































た％をそのまま合算して、推移をだしてみた（表 8）。その結果、あいさつは、すべての学年で 9 割前後の児童生徒
がしていることがわかる。学年別にみると、小 6 がピークとなっている。他県のデータがないので明言はできないが、




平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度
小 3 88.6 89.3 88.8 
小 4 90.9 91.2 92.3 
小 5 92.7 93.0 93.5 
小 6 93.0 93.7 95.5 
中 1 91.5 90.1 94.1 






























































7）「広がっています 島根のふるまい－平成 22 年度 島根県ふるまい向上県民運動取り組み事例」（https://www.pref.shimane.
lg.jp/kyoikusido/hurumai-0.data/hurumaijireileaﬂetweb.pdf）















16）「平成 28 年度島根県学力調査資料編生活・学習に関する意識調査結果一覧（資料 4）」（https://www.pref.shimane.lg.jp/education/
kyoiku/ikusei/chosa/H28_gakuryoku.data/H28_ishiki_ichiran.pdf）









〔付記〕HP は、いずれも 2018 年 8 月 29 日に閲覧。
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